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1　は　じ　め　に

1987年より特別栽培米の制度，その後特別表示米制度が

始まったが，それに呼応するように有機栽培米の生産が山

形県内でも増えてきた。しかし，有機栽培の方法はきわめ

て多様であり，栽培者の経験等による技術が多く．体系化

に取り組まれたことが少なかった。このため，水稲の無農

薬・無化学肥料栽培のガイドラインを示すための基本的な

指標を策定した。

2　試　験　方　法

（1）試験期間：1989年～1992年

（2）試験場所：山形県立農業試験場置賜分場

（土壌型：細粒強グライ土）

（3）試験区の構成：

1）品種：ササニシキ，キヨニシ牛，はえぬき．どま

んなか，はなの舞

2）施肥：①堆さゅう肥投入量：100kg／a，200kg／a

②有機質肥料：発酵鶏ふん（N成分3．4％）

a　無施用

b　追肥0．3厄／a

C　基肥0．3kg／a＋追肥0．2kg／a

3）載積密度：ポ当たり植込株数16．7株．18．5株，2

2．2株．25．6株

4）宙の種類：稚苗（150g・23日苗），中西（100g・

34日宙），中成苗（50g・37日南）

5）雑草防除：

①　深水管理による雑草防除：深水期間　5／25～

6／30

②　除草機による除草：除草日及び除草回数

a　6／4．b　6／15．C　6／25，‘d　6／4・

6／15，e　6／15・6／25

6）経営的評価：慣行栽培の収益性を山形県の1990年

農林統計より算出し，比較した。

3　試験結果及び考察

（1）品種：県内の主な奨励品種について検討したが，堆

きゅう肥のみあるいは施肥条件で収量はササニシキが最も

高く，次にキヨニシ牛，はえぬき，どまんなかとなる。一

方，整拉歩合は，はえぬき，どまんなかが高く，次にササ

ニシキである。これらのことより．ササニシキが最も適し，

さらにはえぬき，どまんなかも適する品種とみられる（図

1）。
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□田堆さゅう肥十田堆さゅう肥＋発酵鶏ふん

図1品種と収量・品質

（2）有機質肥料の施用量：堆さゅう肥は200kg／a以下

で検討したが，投入量の多い方が収量がたかく，施肥体系

では，無施肥や追肥のみの体系の場合生育量が十分に確保

できず収量水準は低く．基肥＋追肥の体系が最も安定して

いる（図2）。
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図2　有機質肥料の施肥体系と収量（ササニシキ）

（31栽植密度：d当たり16．7珠の収量は，18．5株対比89

と低い。26．5株では収量性は若干高まるが，病害虫の発生

条件を考慮した場合比較的疎値であることが好ましく，ポ

当たり植え込み株数は18．5株が適すると考えられる（図3）。

（4）宙の種類：苗の種類は収量，整拉歩合共に中西～中

成苗が優り．棄令では3．5彙以上が適する（図3）。

（5）雑草防除：深水管理による体系は抑草効果が高い。

しかし．ヒ工には効果が高いがコナギには劣るなどの草棒
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16．718．5　22．2　25．6　　稚苗　中歯中成苗

栽植密度（株／ポ）　　　　　苗　質

図3　栽植密度・苗質と収量・品質（ササニシキ）

によって効果に差が出る傾向があり，今後の検討課題である。

除草機による場合は，6月25日1回除草，6月4日・6

月15日の2回除草，6月15日・25日の2回除草の効果が

表110a当たり投下労働量（時間）

高かった。しかし，6月下旬の1回除草は作業上の難しさ

があるため，6月中に2【司除草を行い，その後必要があれ

ば拾い草する体系が適当と考えられる。

（6）収益性：以上述べた無農薬・無化学肥料栽培の10a

当たりの投下労働時間は，除草の占める時間が多くなり，

県平均労働時間に比べ40％程度多くなる（表1）。この場

合は，除草機及び拾い草として算出しているが，除草労働

時間はは場の雑草発生程度により変動が大きいと考えられ

る。ここで得られた労働時間も加味して収益性を検討する

と．粗収益は慣行栽培よりも高くなっている。（表2）こ

れは販売単価が高いことによるが，収益水準は比較的変動

幅が大きいため，粗収益も変動する可能性が大きい。経営

費は慣行栽培より少ないが，労働費が多いため費用合計と

しては約7，000円多くなる。これらのことから，無農薬・

無化学肥料栽培では，40．8kg／a以上の収量があれば，慣

行栽培の収益性を上回ることになる。

作業名
誓書　 苗代　 歪芸　 基肥　 田植　 追肥　 除草　 誓　 防除　 琵還　 芸芸

計

県平均 0 ．6　　　 5 ．6　　　 3 ．3　　 1．6　　　 5．7　　　 0 ．8　　 1．5　　　 6 ．5　　 1．0　　 10 ．6　　　 0 ．7 37．9
無 農薬 0．6　　　 5 ．6　　　 3 ．3　　　 4 ．8　　　 5．7　　　 2 ．4　　 12 ．8　　　 6 ．5　　　 0 ．0　　 11．3　　　 0 ．7 53 ．7

衰2　収益性の試算（10a当たり）

無農薬無化学肥料　 慣行栽培

収

入

収 量／ 10a 8）566　　　 b）4 22　　　　 583

価格／ kg CJ500　　　　　　　　　 d）339

粗 収 益 283 ，000　 2 11，000　 197 ，637

種苗彗 1，899　　　　　　　　 2，650

肥料費 6，664　　　　　　　　 8 ．705

農業薬剤費 0　　　　　　　　 8 ，0 13
光熱動力費 2，478　　　　　　　　 3，2 18
農機具費 20 ，443　　　　　　　　 22 ，110

その他費用 35 752　　　　　　　　　 35 752

経 営 費 67．236　　　　　　　 80 ，448
労　 働　 費 66 ，803　　　　　　　 47 ．132
費 用 合 計 134 ，039　　　　　　　 127 ，580

収

益

性

弓 所得

妻 単位労働時間

j 当た り所得／ h

純 収 益

215，764　 143 ，764　 117 ，189

4 ，0 18　　　 2，677　　　 3，092

148 ，961　 76 ，96 1　 70 ，057

注．a）は（堆肥2t基肥3kg＋追肥2kg）区の過去4
年間の平均値。
b）は全試験区の過去4年間の最低値。
C）は直腸地域の平均的な特別栽培米の価格。
d）は1991年自主流通米価格。

4　ま　と　め

山形県における基本的な指標は次のように組み立てるこ

とができる

品種：ササニシキ，はえぬき，どまんなか

堆きゅう肥：200kg／a

施肥：有機質肥料（発酵鶏ふん）

基肥0．3kg／a＋追肥0．2kg／a（N成分）

（追肥：出穂30～40目前）

苗種：中苗～中成苗（3．5糞以上）

栽植密度：18株／山のやや疎植

雑草防除：Ⅰ除草機6月中に2回．その後拾い草

Ⅱ深水管理（活着後～6月30日），その後拾

い草

収量水準：54kg／a（1．8m蹄選別）

収益性：収量40．8kg／a以上であれば慣行栽培の収益性

を上回る

－92－


